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特集

スーパーコンピュータシステムの運用について

1. 新システム構成

新スーパーコンピュータSX4

マルチメディア

ルータ

新フロントエンドコン

ピュータUP4800/760
(ccup02) 

SX3 

ACOS3900 

IRIS ONYX 
新ファイルサーバ

AUSPEX NS700,-
(ccns01) 

新グラフィックワーク

＋ステーションIndigo2
(cc ind igoO 1) 

ファイルサーバ

UP4800/635 
ワークステーション

DEC Alpha station 

図

次のような機器が新しく導入されます,:

1 . 1 . スーパーコンピュータ SX-4/64M2

lノード 32台の CPLと8GBの主記憶、 16GBの拡張記憶を有する共有メモリ方式のベク

トル並列型スーハーコンヒュータで2ノード構成となっています。オヘレーティングシス

テムにはし¥IX System Vに準拠したSじPERーじXが搭載されています，ン

1. 2. フロントエンドコンピュータ UP4800/760

'v1IPS社のCPしである RlOOOOが4台搭載されたワークステーションで、 C¥IXSystem V 

Release4に準拠したオヘレーティングシステムが搭載されていますスーハーコンヒュー

タsx-」のクロス開発環境として、 FORTRA¥90/SXクロスコンハイラ、 C/SXクロスコンハイ
ラが利用できます IMSLライブラリも導入されています 1/2インチカートリッジ磁気テ

ーフ装置、 1/」インチカートリッジ磁気テーフ装置等の周辺機器が接続されています

1. 3. グラフィックワークステーション lndigo2

.¥1IPS社の CPしである RlOOOOが搭載されたワークステーションで、し¥IX System V 
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Release」に準拠したオヘレーティングシステムが搭載されています:AVS並びに

¥!lathematica、IMSLライブラリが導入されています．、フルカラーフリンタ AColor620、フ

ィルムレコーダイメーミ‘‘／スキャナ等の周辺機器が接続されています

1. 4. ファイルサーバAUSPEXNS7000 

利用者のファイルを保存するために806GBのディスク容量を持つ、新たなファイルサー

バが導入されています

2. 利用できる言語・ライブラリ・アプリケーション

2. 1. 言語・支援ツール

(1) フログラミング言語処理として、 FORTRA\90 、 FORTRA\77 、 C 、 C++、 ~PI 、 HPF が利用で

きます また、 FORTRA¥Jでは浮動小数点形式O(IEEE形式）、浮動小数点形式 1(標準形

式）、浮動小数点形式2(拡張指数形式）の 3種類の浮動小数点データ形式が提供され、

浮動小数点形式 Oが既定値となります，．従来の SX-3では浮動小数点形式 lが既定値

となっていましたのでご注意ください

(2) FORTRA¥90/SX、FORTRA¥77/SX、C/SXコンハイラは、自動ベクトル化及び自動並列化機

能を有しています

(3) FORTRA¥、Cの開発支援システム及びシンボリックデバッガが利用でき、デバッガは並

列処理フログラムに対するデバッグ機能も有しています

(」） FORTRA¥の性能向上支援システム（動的特性情報解析機能を有するもの）及び並列化支

援システムが利用できます

(o) Cの性能向上支援システム（動的特性情報解析機能を有するもの）が利用できます

2. 2. ライブラリ

各ライブラリは動作フログラムの浮動小数点形式によってそれぞれ開発されています

（割当て方法が異なります） 次のライブラリが利用できます

(1)科学技術計算ライブラリ ASL(FORTRA¥用並びにC用）

(2)数値計算ライブラリ訊THLIB (FORTRA¥用）

(3) IMSL (FORTRA ¥用）

(」） CER¥lib(FORTRA¥用）

(,:S) ¥AG (FORTRA¥用）

(6) GKS (FORTRA¥用並びにC用）

(7) PHI GS (FOlffRA ¥用並びにC用）

(8) LI¥PACK (FORTRA ¥用）
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(9) EISPACK (FORTRA¥用）

(IO) egs (FORTRA ¥用）

2. 3. アプリケーション

下記のアフリケーションが利用できます＾，

(1) 流体解析フログラム(a-FLOW、PHOE:'IICS、及びSTREAM)

(2)衝撃解析フログラム(LS-DYf¥A3D)

(3)構造解析フログラム(FEMLAB、凱RC、及びMSC/¥ASTRA¥)

（」）分子科学フログラム(AMBER、AMOSS、GAMESS、GAUSSIA¥94、及びMOPAC)

(.J)電磁波解析フログラム(PLA¥C)

((3) 電子回路シミュレーションフログラム(SPICE)

(7) 画像処理フログラム(AVS、SXview)

(8)描画フログラム(EASYDRAW)

主なアフリケーションの使用法については、 12月発行予定のセンターニュースに掲載す

る予定です また、平成9年 1月にも利用者講習会を開催する予定です。

3. ジョブクラスと制限値について

sx-」では、 CPし数が全体で 6」と多く、大規模なフログラムも並列処理で高速に実行で
きるようになりました そこで、センターでは様々な規模のフログラムを並列処理できる

ように、当面の間は次のようなジョブクラスを設けて運用します;また、会話型でも演算

時間や利用可能主記憶容量が大幅に増えており、 SX-3におけるジョブクラスし、 V、Wを処

理することが可能です なお、ジョブクラスの設定については利用者の御意見、御要望を

参考に適宜見直していく予定です御意見・御要望がございましたら、システム管理掛まで

御連絡下さい

クラス 演算時間 主記憶 CPじ数 一時ファイル 換算係数

会話型 1時間 1GB 1 1 

叫 8時間 2GB 4 4GB 1 

p8 」0時間 2GB 8 4GB 1. 5 

pl6 I so廿寺惜］ 4GB 16 8GB 2.5 

p32 申請 8GB 32 申請 4 

p6」 申請 8GBX2 32X2 申請 6 

［注意事項］

l. 演算時間は全CPL'時間の合計で制限されます

2. 利用可能主記憶領域はOS使用領域を含んでいるため、目安とお考え下さい

3. p」,..__,p6」の各クラスは並列処理用です資源を有効利用するためにも適切なクラ
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スにジョブを投入して下さい。

4. p32、p6いの利用は申請が必要です。詳細はシステム管理掛にお問い合わせ下さ

Vヽ

4. SX-4のファイルについて

SX-4においてもホームディレクトリは従来通り「/usrl/登録番号」となりますただし、

平成9年 3月7日までの間はSX-3と並行して運用するため、 SX-4においてもホームディ

レクトリをSX-3と共有しますまた、この期間は「/home/ccsx3/user[l-7]/登録番号」でも

アクセスできます ワークステーションのファイルも SX-3と同様に「/wsfile/登録番号」

で利用できます

SX-3撤去時には SX-3上の利用者ファイルはセンター側ですべて新ファイルサーバ

(Auspex)に移行します 移行後においてもホームディレクトリは「/usrl/登録番号」で参照

できるように設定しますが、「/home/ccsx3/user[l-7]/登録番号」ではアクセスできなくな

りますのでご注意下さい また、新ファイルサーバではシステムの制限上2GBを超えるフ

ァイルは扱えません ホームディレクトリとは別に、大量のデータを高速に読み書きでき

るように、 SX-4でローカルに利用者ファイルを作成することもできます。「/home/local/

登録番号」が各ノードでローカルに読み書きできる利用者用ディレクトリです(• また、

「/home/ccsx」0/登録番号」あるいは「/home/ccsx4 l/登録番号」で、別のノードの利用者用デ

ィレクトリをアクセスすることもできます 前述の/home/localは、ノード#O(ccsx」0)で

は/home/ccsx40へのシンボリックリンク、ノード#1(ccsx41)では/home/ccsx」1へのシンボ

リックリンクとなっています

5.SX-4の利用方法

5. 1. 環境設定ファイルの変更

SX-3で既に、初期設定（環境設定）を行っている方は不要です← まだ、設定されていない

方はセンターで準備している環境設定用ファイルをコヒーしてお使いください

%cp -i "'guest/.??* "'/. 

環境設定ファイル.cshrc、.loginを実行

%source .cshrc 

%source . login 

5. 2.FORTRAN77の利用方法

これまでに蓄積された利用者フログラム等の研究資産を有効利用するために、 SX-4は
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SX-3で開発されたFORTRA¥ならびにC言語及び各ライブラリとの互換性を高く持っていま

す ただし、並列処理機能を利用する場合には再翻訳が必要です。また、 FORTRANでは新

たに IEEE形式の浮動小数点データ形式をサポートし、ワークステーションとの親和性を高

めています更に、浮動小数点データの形式を IEEE形式で処理することを標準としていま

す したがって、書式なし入出力の実行においては、各種のデータ形式を変換する必要が

生じます(FORTRA¥の翻訳オプションを変更すること及び浮動小数点データ形式自動変換

機能を働かせるための実行時オフションF_じFMTIEEE、F_ LF.v!TFLOAT 1、F_じF.¥1TFLOAT2と要素

長調整機能を効かせるオフションF_じFMTADJじSTを指定することによって可能です），

%f77sx オプション 入カファイル名

FORTRA¥のソースフログラムファイルを複数指定する場合は、空白で区切る：，ファイル

名のサフィックスは.F又は.fを指定する。

【例】 f77sx -f2 -o prog prog. f 

カレントディレクトリのファイル名 prog.fを翻訳・結合し実行形式ファイル名 progが

作成されます オフション"o"を省略すると a.outが実行形式ファイル名になりまず

【フログラムの実行】 %prog 

ライブラリー(ASL、ASLCI¥T、ASLEME、IMSL、MATHLIBなど）の指定

【ASLライブラリーを利用する場合】

%f77sx prog.f /usr/lib/asl 

I"1SLライブラリ I ! IEEE形式 /usr/lib/imsl 

標準形式 /usr/libl/imsl 

科学技術計算ライブ IEEE形式 /usr/lib/as'l 

ラリ ASL/SX i標準形式 /usr/libl/asl 

拡張指数形式 /usr/lib2/asl 

科学技術計算ライブ II IEEE形式 1 /usr/lib/a.slcint 

ラリ ASLCI¥T/SX 標準形式 /usr/libl/aslcint 

拡張指数形式 /usr/lib2/aslcint 

科学技術計算ライブIIEEE形式 /usr/lib/asleme 

ラリ ASLEME/SX 標準形式 /usr/libl/asleme 

拡張指数形式 /usr/lib2/asleme 

数値計算ライブラリ IIEEE形式 /usr/lib/math 

.Yit¥THL TB/SX I標準形式 /usr/libl/math 

，拡張指数形式 /usr/lib2/math 

5.3.FORTRAN90プログラム利用方法

floatO 

floatl 

floatO 

floatl 

float2 

floatO 

floatl 

float2 

floatO 

floatl 

float2 

floatO 

floatl 

float2 

直接スーハーコンヒュータ(ccsx4)にログインし、会話型処理・バッチ処理を行う方法と
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フロントエンドサーバ(ccup02)システムによるクロスコンハイラの利用方法がありますJ

(1)セルフコンパイラ・クロスコンパイラコマンド

【セルフコンハイラ】 (SX-4のコマンド）

コマンド名： /usr/bin/f90 

【クロスコンハイラ】（フロントエンドサーバのコマンド）

コマンド名： /usr/bin/sxf90 

(2)コマンドの利用方法

【クロスコンハイラ利用】

ワークステーション（フロントエンドサーバシステム）でソースファイルの翻訳・結合を

行います

（例）利用者w69999aでディレクトリ f90配下にあるソース test.f90を翻訳します

% ccup02 w69999a % cd "'/f90 

% ccup02 w69999a % /usr/bin/sxf90 test.f90 

【セルフコンハイラ利用】

sx-」上にて翻訳・結合を行います

（例）利用者w69999aでディレクトリ f90配下にあるソース test.f90から実行モジュー

ルtestを生成します

% ccsx」w69999a% cd "'/f90 

% ccsx」w69999a% /usr/bin/f90 -o test test. f90 

(3)注意事項

① f90オフションの浮動小数点のデータ形式は既定値でfloatOになっています

② FORTRA¥90/SXコンハイラを用いて作成したオブジェクトファイルを結合する場合

には、 f90コマンド（セルフコンハイラ）又は sxf90(クロスコンハイラ）を使用して

下さい leiコマンド、 ccコマンド、 f77コマンドでは、正しく結合できませんま

た、以下のオフションは、オフションによって結合されるライブラリが異なるため、

翻訳を行ったときと同じオフションを指定して結合してください

f9()オフション

-fl oatO -floatl -float2 （浮動小数点形式の指定）

-P auto -P multi -P stack -P static (並列処理の指定）

-e w -cl w (1ワードのバイト数の指定）

③ クロス環境では、 sxf90コマンド（クロスコンハイラ）から C言語フリフロセッサ

(cpp)、Cコンハイラ、アセンブラを起動することはできませんc
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5.4.C(Cプログラムの翻訳／結合）の利用方法

Cソースフログラムファイルから翻訳・結合を行い、オブジェクトプログラムファイルを

作成します。

%cc option 入カファイル名

Cソースファイルを指定します。複数指定できます,, • C で終わる名前のファイルは、 C

ソースフログラムと取り扱われ、翻訳が終了しますと、オブジェクトプログラムが生成さ

れ、その名前はソースフログラムの.cの代わりに.oがついた名前で残されます。ただし、

翻訳の後、結合されると削除されます。—o オプションを指定しなければ、 a. outという名

前の実行形式のファイルが作成されます。

【例】 cc -h2,vector src.c 

レベル2の最適化を行い、自動ベクトル化も行います。

cc -hO -0 move src.c 

翻訳時のオフションにおいて、矛盾する指定がある場合、後に記述したものが有

効になります

5.5.SX-4会話型での利用

会話型で利用できる資源は、メモリ 1GB、CPU時間 1時間、 CPU数1個となっていますこ

【会話型の接続例】

%telnet ccsx4 

5. 6. NQSでの利用

SX-3とsx-」併設サービス期間中は、 SX-4にNQSを利用してバッチジョブを投入する場
合、直接 telnetでccsx4にログインするかフロントエンドサーバ（ホスト名： ccup02)に

ログインしてご利用ください 従来からサービスしておりますワークステーション

ccewsOl、cconyxOlなどにログインして、 NQSを利用されますと SX-3にジョブが投入され

ます ただし、 SX-3とSX-4ではジョブクラス（キュー）名が異なりますのでご注意くださ

し、

SX-4はマルチノード構成になっていますこのため、 ¥QSでバッチジョブを投入します

とシステムが負荷の軽い方のノードにジョブを振り分けます。したがって、利用者はどち

らのノードで処理されるか分かりません。このため ¥QSの利用方法が SX-3と少し変わり

ます 具体的には、 qstatrのコマンドのオプションが必要になります。
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［シェルスクリフト例】

#!/usr/bin/sh 

#@$-q p」

#@$-lt "0:0:10" 

#@$-o data 

＃＠＄ 

cd f77 

f77sx main. f /usr/lib/asl 

if ($status !=0) then 

goto DO¥E 

endif 

コメント

ジョブクラス叫を指定するこ

CPじ時間 10秒を指定する：＇

標準出カファイルを指定する

オフションの終了を示す。

aslライブラリを指定する

ファイルの入出清報を表示するsetenv F_FILEI¥F YES 

setenv F_PROGI¥F YES 

a. out 

フログラムの実行時の情報を表示する

DO¥E: 

5.6. 1.SX-4からの利用

(1) qsubコマンド

ジョブを投入します

［形式]qsub オフション スクリフトファイル

［オフション］オフションの指定順序は任意で、空白で区切って指定しますJ オフション

はシェルスクリフトの先頭のコメント部に、'@$'に続けて記述することができます

%qsub -q p」 testjob (a) 

Request 1. ccsx」0 submitted to queue: p4. (b) 

(a) testjobをジョブクラス p」に投入する

(b) リクエストが受け付けられたメッセージです l.ccsx」0はリクエスト IDで、sx-」
が自動的に発行する連番（リクエスト番号）とホスト名からなります

注意：telnetあるいはrloginなどでccsx」にログインしますとホスト名は ccsx40にな

ります

(2) qstatqコマンド

実行中のバッチジョブとバッチキューの状態を表示しますC

%qstatq 

¥QS (R06. 20) BATC廿QLELESLMMARY HOST: ccsx」0

=============================================== 

QしEしE¥AME E¥A STS PRI/BPR/ TMS /MPR RLM TOT QじERUN WAI HLD SLS ARR EXT 
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i EM Rじl¥ 30/ 80/ 1000/ 0 4 4 

゜
4 

゜゚゜゚゜叫 E¥'A INA 30/ 80/ 1000/ 0 3 

゜゚゜゚゜゚゜゚p8 E¥A I¥A 30/ 80/ 1000/ 0 3 

゜゚゜゚゜゚゜゚pl6 E¥A INA 30/ 80/ 1000/ 0 3 

゜゚゜゚゜゚゜゚----・・・・---・------------------------------・--------・ 一·--------------------—•一・・-------------
<TOTAL〉 50 4 

゜
4 

゜
0 0 0 0 0 

なお、バッチキューのみの情報を表示する場合はオプション—b をつけます。

%qstatq -b 

画面表示は省略

(3) qstatrコマンド

SX-4はマルチノードでバッチジョブが処理されますのでオプション —t 2を指定して

ください サーチレベルを2と指定しますとリモートホストに転送されたジョブの状況も

表示され、完全な情報が表示されます。リクエスト IDを指定した場合は、このレベル 2

がデフォルトとなります

%qstatr -t 2 

NQS (R06.20) BATCH REQUEST HOST: ccsx40 

REQじESTID :-iAME OW¥'ER QUEUE PRI NICE MEMORY TIME STT JID R 

1. ccsx40 

2. ccsx40 

3. ccsx40 

testnqs* w69999a 

test_J* w69999a 

Butch_J* w69999a 

p8 

p4 

pl 

¥QS (R06.20) DEVICE REQじEST HOST: ccsx40 

31 0 2212 0.453 RU¥ 1 -

31 0 2212 0.427 RじN 2 

31 0 2212 0.444 RUN 3 -

REQUEST ID '¥AME OWNER QUEUE PRI SIZE STT 

(4) qde Iコマンド

投入したジョブをキャンセルしまず実行中のジョブをキャンセルするときは、オプシ

ョン—k を使用します

%qdel 1. ccsx40 

Request 1. ccsx40 is running. 

%qdel -k 1. ccsx40 

Request 1. ccsx40 is running, and has been signalled. 
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5. 6. 2. フロントエンドサーバ（ホスト名： ccup02)からの利用

telnetでccup02にログインし、 qsubコマンドでジョブ投入します。

telnet ccup02 

%qsub -q p4 testjob (a) 

Request 1. ccup02 submitted to queue: p4. (b) 

(a) testjobをジョブクラス p4に投入する）

(b) リクエストが受け付けられたメッセージです。 1.ccup02はリクエスト IDで、

ccup02が自動的に発行する連番（リクエスト番号）とホスト名からなります:,sx-
4に自動的に転送されます。

qstatr コマンドは sx-」の例と同じオフション—t 2を指定します。

%qstatr -t 2 

表示内容はホスト名が ccup02となり他はSX-4と同じです^

qclelコマンドの例

%qdel -k L ccup02 

または、 qsubコマンドをリクエストした同じクライアントであれば次の様にホスト名を

省略できます （ホスト名 ccsx4、ccsx40、ccup02などの ¥QSクライアントでは利用可能で

す：この機能を ¥QSトラッキング機能と呼びます ） 

%qdel -k 1 

しかし、このクライアント機能は ccalphaOl、ccsparcOlなどには適用されません

また、センター以外の利用者ワークステーションに配布した ¥QSクライアントシステム

にも適用されません センターから配布した ¥QSクライアントの設定変更が必要となりま

す詳細はシステム管理掛までお問い合わせください3

なお、 ccalphaOl等からの !¥'QS投入についてはしばらくお待ちください：＇

5. 7.ACOSからの利用

SX-3とsx-」を併設してサービスを開始いたしますが、併設期間中、 ACOSからは利用で
きる機種が限られます ご注意ください

平成9年 1月7日（火）,,...__,3月7日（金）：この間、 sx-」と SX-3を併設してサービスを行
いますが、 ACOSからはSX-3のみの利用となります。 SX-4は利用できませんノ

平成9年 3月8日（土）,,...__,3月9日（日）：SX-3撤去:,SX-3上に作成されていたファイルは

すべて、センター側で新ファイルサーバAuspexに移行いたします。
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平成9年3月 10日（月）,.__,3月 11日（火）： SX-4とACOS接続作業のため、 ACOSから SX-4

は利用できません ただし、 ACOSのみの利用は可能です。

平成9年3月12日（水）,.__,: ACOSから SX-4が利用可能となります。

5. 7. 1. ACOS簡易形での利用

SX-3、SX--l併設期間中、並びにsx-」への移行後も、利用方法に変更はありません た

だし、 sx-」のジョブクラスがSX-3と異なりますので、バッチジョブでSX-4を利用される

場合は$JOB文のジョブクラスを変更してくださいジョブクラスについては「8.6ジョブク

ラスと制限値」をご覧ください なお、 SX-4は並列型スーハーコンピュータですが、簡易

形では並列処理機能を利用できませんので単一CPCのみの利用となります。

5. 7.2.ACOS基本形での利用

SX-3、sx-」併設サービス時、 ACOSからのSX-3の利用方法に変更はありません，ぶ

3月 12日以降のsx-」利用時には、ジョブクラスが変更になっていますので、 $JOB文の

ジョブクラスを変更してください

基本形では並列処理機能を利用することができます。利用される場合の翻訳オプション

及び実行時オフションについては「8.9. lFORTRA~ 自動並列機能」をご覧ください。

6. SX-3から SX-4への移行上の注意について

SX-3の最大浮動小数点演算性能は6.4GFLOPS、SX-」は単体2GFLOPSと単体性能では劣り

ますが、 sx-」はベクトル並列型スーハーコンヒュータであり、導入されているsx-」/64M2

は総合 128GFLOPSの性能を持っています このため、 SX-3と大きくかわるところは並列処

理を行うことにより、大規模長時間計算を効率よく処理できます。そのためにFORTRA¥並

びに C言語では、並列化機能及び自動並列化機能が提供されています，-9

6. 1.FORTRAN自動並列機能

SX-3で作成された FORTRA¥フログラムの実行形式プログラムは SX-4でそのまま実行可

能です ただし、並列処理機能は利用できません 並列処理機能を使用される場合は、オ

フションを指定して再翻訳が必要です

(1) FORTRANコンパイラ自動並列化オプション

【f77sxコマンドの場合】

% f77sx -multi -reserve={$CPU} -fopp par for={$CPU} ソースファイル名

オフションの説明
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-multi : 並列化機能の使用

-reserve=[$CPし）：何台のCPしを reserve(予約）しておくかの指定

-fopp par fo亡 {$CPじ｝：自動並列化機能の使用

for= {$CPじ）は—fopp のサブオプションでループを分割する数を指定

【f77コマンドの場合】

% f77 -P auto -Wf9-reserve={$CPU} -fopp for={$CPU}"ソースファイル名

オフションの説明

-P auto : 自動並列化機能を使用、 f77sx コマンドの—multi-fopp parと同等

-Wf : f77sxコマンドのオプションを指定

-reserve=($CPし｝：何台のCPじを reserve(予約）しておくかの指定

-fopp par for= ($CPじ｝：自動並列化機能を使用

for={$CPし］は—fopp のサブオプションでルーフを分割する数を指定

【f90コマンドの場合】

% f90 -P auto -Wf"-reserve={$CPU}"ソースファイル名

オフションの説明

-P auto : 自動並列化を使用、 f77sx コマンドの—multi-fopp parと同等

-Wf : Fortran90コンハイラに対するオフションを指定

-reserve=[$CPし）：何台の CPしを reserve(予約）しておくかの指定

［注意】ルーフ内の計算量が少ない場合、並列化のオーバーヘッドが大きくなり、性能が

劣化する場合があります例えば、ルーフ長が 16で固定なのに 32CPUを使う場合に for=32

と指定すると無駄な分割が起こって遅くなりますJ

(2) FORTRAN_):::m. 列化実行時オプション

実行時オフションとして環境変数F_RSVTASKにタスク数を指定することにより、指定し

たタスク数で動作します

【例】並列化指定で生成されたフログラム a.outを10タスクで実行

% setenv F_RSVTASK 10 

% a.out 

（注）ただし、ソースファイル中の並列化指示行でタスク数を指定、あるいはコンハイラ

オフションにてタスク数を指定した場合はその中で最も小さな値となる
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(3)プログラム実行解析情報出力機能

実行時オフション F]ROGI¥Fの値として YESあるいは DETAILを指定することにより、

フログラム実行時間、命令数等のフログラムに関する情報を標準エラー出力に出力するこ

とができます

＊＊＊＊＊ フログラム情報 ＊＊＊＊ 

経過時間（秒）

ユーザ時間（秒）

システム時間（秒）

ベクトル命令実行時間（秒）

全命令実行数

ベクトル命令実行数

ベクトル命令実行要素数

浮動小数点データ実行要素数

¥¥OPS値

MFLOPS値

平均ベクトル長

ベクトル演算率（％）

メモリ使用量(¥1B)

最大同時実行可能プロセッサ数

l台以上で実行した時間（秒）

2台以上で実行した時間（秒）

9台以上で実行した時間（秒）

10台以上で実行した時間（秒）

イベントビジ一回数

イベント待ち時間（秒）

ロック待ち時間（秒）

バリアビジ一回数

バリア待ち時間（秒）

¥UPS値

¥UPS値（実行時間換算）

命令キャッシュミス（秒）

オペランドキャッシュミス（秒）

バンクコンフリクト時間（秒）

：プログラム実行に要した実実行時間

：プログラム実行に要したCPU時間の内、ユーザルーチン実行に要した時間

：プログラム実行に要したCPU時間の内、システムルーチン実行に要した時間

：プログラム実行に要したCPU時間の内、ベクトJ瑾討辺ミ行に要した時間

：プログラム実行時に実行された全命令の個数

：プログラム実行時に実行されたベクトル命令の個数

：ベクトル命令で実行された演算要素の個数

：実行された浮動小数点データ演算の個数

:1秒間に実行された演算数を 100万単位で示した値

:1秒間に実行された浮動小数点データ実行要素数を 100万単位で示した値

：実行されたベグトル命令の平均のベクトル長

：全実行命令の個数の内、ベクトル命各の個数の占める割合

：メモリサイズ

：同時に実行可能なプロセッサの数

：プロセッサn台以上で実行した時間

：イベント待ちが発生した回数

：イベント待ちに要した時間の合計

：ロック待ちが発生した回数

：バリア待ちが発生した回数

：バリア待ちに要した時間の合計

:1秒間に実行された命令数を 100万単位で示した値

：プロセッサ l台以上で実行した時間 1秒当たりに実行された命令数を 100

万単位で示した値

：命令キャッシュミスにより発生した時間の合計

：オペランドキャッシュミスにより発生した時間の合計

：バンクコンフリクトの時間

6.2.C自動並列機能について

(1) Cコンパイラ自動並列化オプション

% cc -hmulti -copp -Wo, "-ec"ソースファイル名

オプションの補足説明

一multi: 並列化機能を使用

-copp -Wo, "-ec" : 自動並列化機能を使用
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(2)C並列化実行時オプション

実行時オフションとして環境変数C_RSVTASKにタスク数を指定することにより、タスク

数で動作します

【例】並列化指定で生成されたプログラムa.outを10タスクで実行

% setenv C_RSVTASK 10 

% a.out 

6. 3. ライブラリ

SX-3でサービスしていますライブラリはSX-4でもそのまま利用できます。格納場所に

も変更はありませんただし、 SX-4では IEEE形式のライブラリが標準になっています，ー

なお、 IMSLライブラリは、 SX-3上ではソースが公開されていましたが、 SX-4上ではソー

スは公開されていません

6.4.SX-3の利用者ファイルについて

平成9年3月8日SX-3撤去時、 SX-3に保存されていた利用者のファイルはセンター側

ですべて、新ファイルサーバAuspexに移行いたします。 SX-4に直接ログインされた場合、

及びi¥QSあるいはACOS基本形を利用してSX-4にジョブを投入された場合、ジョブ実行時

のホームディレクトリは自動的に Auspex 上の登録番号に割り当てられます•)ホームディレ

クトリが変わりますので、ディレクトリ及びファイルを絶対パス名「/home/c⑬ x3/user[l 

""-'7]/登録番号／～」の形で利用されている場合は、現在でも利用できます「/usrl/登録番号

／～」の形でご利用ください相対ハス形式を利用されている場合はそのまま利用できます：

7.SX-4マニュアル一覧

7. 1. 電子マニュアル

SX-4上にオンラインコマンドマニュアルが用意されています。「8.8. 1環境設定ファイ

ルの変更」の項をご覧になり環境を設定してください0 manコマンドで利用可能となりま

す また、 IVWWブラウザで利用できる電子マニュアルが提供される予定です、→ 利用可能に

なり次第速報等でお知らせいたします，」

7. 2. 冊子体マニュアル

メーカーから発行されています主なマニュアルの一覧を掲載します。これらのマニュア

ルは図書資料室、講習会室、豊中データステーションに設置いたします。どうぞご利用く

ださし＼．

体系
号吾五
にコロ口

マニュアル名

Cフログラミングの手引
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C++言語説明書 G1AF03 

C++ライブラリ利用の手引 G1AF04 

C++利用の手引 G1AF05 

FORTRAi¥90/SX言言吾説明書 G1AF06 

FORTRA¥90/SXプログラミングの手引 GIAF07 

FORTRAN77/言語説明書 GlAFlO 

FORTRAN77/SXプログラミングの手引 GlAFll 

FORTRAN77/SX並列処理機能利用の手引 G1AF12 

A~ALYZER-P/SX 利用の手引 GlAF15 

C-A¥ALYZER/SX利用の手引 G1AF16 

PARALLELIZER/SX利用の手引 G1AF17 

バッチ処理 i¥QS利用の手引 GlADOl 

数値計算 科学技術計算ライブラリ ASL/SX利用の手引 Gl.N21 

く基本機能編第 1分冊＞

科学技術計算ライプラリ ASL/SX利用の手引 GuY22 

く基本機能編第2分冊＞

科学技術計算ライブラリ ASL/SX利用の手引 Gし:Y23

＜基本機能編第3分冊＞

科学技術計算ライブラリ ASL/SX利用の手引 GしY24

＜基本機能編第4分冊＞

科学技術計算ライブラリ ASL/SX利用の手引 Gし:Y28

く高速機能編＞

科学技術計算ライブラリ ASL/SX利用の手引 GlJY29 

＜並列処理機能編＞

科学技術計算ライブラリ ASLCINT/SX利用の手引く基本機 Gし:Y71

能編第 1分冊＞

科学技術計算ライブラリ ASLCINT/SX利用の手引く基本機 Gl.JY72 

能編第2分冊＞

科学技術計算ライプラリ ASLCii¥T/SX利用の手引く基本機 GLY73 

能編第3分冊＞

科学技術計算ライブラリ ASLCI¥T/SX利用の手引＜基本機 G□ 74 

能編第4分冊＞

科学技術計算ライブラリ ASLCI¥T/SX利用の手引く高速機 GしY.78

能編＞

科学技術計算ライブラリ ASLCI¥T/SX利用の手引く並列処 GしY.79

理機能編＞

科学技術計算ライブラリ応LFME/SX利用の手引 Gし:Y81

分子科学 分子・材料設計支援システム A.¥!OSS利用の手引 GしY42

く分子軌道計算編＞

分子・材料設計支援システム A.'v!OSS利用の手引 GLY44 

くフリホスト編＞

流体解析 o:-FLOW/SX利用の手引くビジュアルインターフェイス編 GlAYOl 

＞第 1分冊

a-FLOW/SX利用の手引くビジュアルインターフェイス編 GlAY02 

く第2分冊＞

a-FLOW/SX利用の手引く燃焼・化学反応を伴う流れの解析 GlAY03 

機能編＞
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